
社協では、おしゃべりをしたりご飯を作って食べて、

賑やかに過ご＇せる地域の居場所づ〈りをしています。

まちの茶の間「ただいま」は外出機会が少ない高齢

者のためサ0ンです。普段は屋内で行っていますが、

この8は桜の花がきれいに咲いていたので、公園に

出かけました。

~~ 

゜
心 ，-- I -~ し .-

... 

まちの茶の問「ただいまJ
についての記亭は

7ページヘ！
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、 「愛ちゃんの発行には
「赤い羽根共同券金」の配分金が使われています。



令和4年度立科町社会福祉協議会
前期末支払資金残高

2,868、000円

長期貸付金回収

246.000円

稚立資産取崩収入
5、399,000円

会黄

2,220、000"1

収入

80,880、00知

障がい福祉
サービス等
手業収入

31,695、00知

授産事業収入

20、0001'!

受託金

事業収入

280,000円

就労支援事業収入

6;570、OOOF.

~ 
~ 

立科中学校の

1年生が
車いす体験学習を

しました！ 』

「 社ノ.__·•: ・ー．．．
:-,..__' 

負担金支出
263.000円

助成金支出

長期貸付金支出

三 鴫
グ

9、979、00徊

授産事業支出

20,000F, 

就労支援事業君

6;570,000,,1 

事務黄

5、885,000FJ

竺9,620、000l'J

已
'
iL

経常経巽補助金

24,256、OOQョ
—— 

／ 

支出

80,fJ78,000円

基金租立資産支出

25Q,OOO円

その他の活動支出

2、116、000円

＼
 

事業予定
高齢者・降がい者・生活困窮者福祉の推進

まちの茶の間 rただいま I運溢

各種相談手栗、福祉教育体験挙莱、

ポランティア活助支援、配食サービス

福祉リサイク）Uパザー・たてしなふれ愛むら

共同芽金配分金要業，む‘

人件習

53,202,00晒

J 

令和3年度立科町社会福祉協議会
その他特別収益

1,164,51邸

陪がい
サービス等
事業収益

31,9.JO、'156円

主な実施事業

収益

76,143,920円

就労支援事業収益

9、i.2'1.861F.

まちの茶の間 1ただいま」違営

ふれ愛・ささえ愛．ネットワーク琴業支扱

小学校福祉教育体験学営協力

各挿諸座・研修—, 
■ ,.1 Ii:! 

配食サーピス 1お迷者弁当」

おむすびリカ ン

わら細工を楽しむ会

高齢者グJIノーブ活勁支援

寄附金

190,737;<』

堡産事業費用
17、850円就労支援事業；~

8,389、020円て
/ 

． 
旦
4.972.241Pl 

星
揺祉団体活勁支援

地域活勁支援センター

間係団体迪絡会、障がい悟祉サービス享業

8,580,820r-.J 

経常経黄補助金

、11,740,865Pl

受託金

ポランティア団体の活勁支援 ・協倦

ボランティア体験（夏ぷラ，;,,、)

歳末訪問、共同芽金配分金手呆

＼ 福祉自勁車• 寄いす箋し出し

／
・一

図益合計》
費用合計

当誌饂金

喪用

76,015,298円

ょー匂
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助成金要用
1,620、960日

負担金支出登用
158,000"i 

減価信却黄

699,559Pl 

＼ 51,576,8481'] 
生活福社登金・幸福を高める澄金の貸付、相談自立支援

無料法律相談、くらし・介這・健康なんでも相談

結婚惜盤センター

3
 

2
 



童科町社会福祉協議会役員
．
 一

役員の交代があリましたので紹介します，

理 事 六川 孝則 老人クラブ連合会 会長（日赤奉仕団長）

評議員 羽場雅敏公民館長

内藤 良明 老人クラプ連合会 副会長

し
ま
す
。

こ
の
た
び
、

4
月
1
日
よ
り
立
科
町

社
会
福
祉
協
議
会
の
事
務
局
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
久
保
井
康
と
申

r
誰
も
が
住
み
惜
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
社
協

基
本
理
念
の
も
と
、
社
会
福
祉
事
業

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
と
と
も

に
、
皆
様
か
ら
親
し
ま
れ
る
立
科
町

社
協
を
目
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
コ
0
ナ
禍
で
生
活
様
式
が
大

き
く
変
化
す
る
中
、
地
域
の
福
祉
課

題
は
、
社
会
的
孤
立
や
生
活
困
窮
な

ど
多
様
化
、
複
雑
化
し
て
お
り
、
複
数

の
困
難
さ
を
抱
え
て
い
る
人
も
多
く
、

立浴i町社会福辻捻泌会•

玉稔思反久保井栞

新
事
務
局
長
挨
拶

＿
つ
の
取
り
組
み
だ
け
で
は
、
限
界
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
立
科
町
社
協
は
、
行
政
や

各
支
援
機
関
、
地
域
の
皆
様
と
連
携

し
な
が
ら
、
地
域
福
祉
の
推
進
の
中

核
を
担
う
公
共
性
の
高
い
法
人
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
地
域
の
集
ま

り
や
行
車
の
自
粛
が
続
き
、
住
民
同

士
の
活
動
が
停
滞
し
て
お
り
困
っ
て

い
る
と
い
う
話
を
た
く
さ
ん
お
聴
き

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
立
科
町

社
協
は
新
し
い
地
域
の
住
民
活
動
を

皆
さ
ん
と
と
も
に
考
え
、
一
緒
に
つ

く
つ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

社
協
の
活
動
は
、
地
域
の
皆
様
の

こ
協
力
に
よ
り
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
の
立
科
町
社
協

へ
の
こ
理
解
、
-3
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

― 事務局長／たてしなふれ愛園施設長 久保井 康

地域福祉係

地域福祉コーディネーター 内藤 明香

ボランティアコーディネーター 山越 未来

挙務聴呈 箕田

手務戦呈

理悪

中堀 陽介

I生活支援コーディネーター液細lcil)

西

方

歩

美

よろしくお願いしますC

醤
燦

＾ 
JI 

田中 ~ 

新規採用
職員紹介

障がい福祉係 •たてしなふれ愛思
・たてしなぶれ愛函栢談支援亘業所

サーピス芭理巨任者兼｝鴨醗濫烈誼坦貝任者 小宮山 黄：

相談支援専門呈 櫻井瑞恵

生活支援貝 竹重 千恵実

餞 謡極兼児奎支援貝 大島邦子

蕎菜指i弓貝 武重喜人

睫業指等貝 大落 i阻子

生活支援貝 西方 歩芙

生活支援呈兼看器師 問ケ部陽子

生活支援貝兼君諧師 飯塚 千餞子
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0匿C屈韮臨
理事・監事研修が行われ、前所会長をはじめ社協の役貝が、 i 「たてしなふれ愛

社協で行っている施設の運営状況を視察し、今後の逼営方法な ！園」では、昨年度

どの検討を行いました。 ：淳入した食品乾燥

研修は密を避け5月25日と27日の 2班に分かれ、 「たてし ：機の活用方法や 、

なふれ愛園」と、「まちの茶の間ただいま」(1)2カ所で、職員の服 ！町民への有効な宣伝について検討がされ、「まちの茶の間ただ

務状況、施設内の衛生、環境、安全が配懇されているかを確認 iいま」では、地窟などに対する安全面の課題が出されました。

しました。視察した役員から、「利用していただいている方、 一人 ： 立科町社会福祉協籟会では、役貝並びに臓員が内部や外部

ひとりの普段の暮らしに焦点を当て、生きがいを持ち、また釆た ！での研修を行い、今後とも事業の適正化、質の向上に努めてま

いと思われるよう心掛けて欲しい」という意見がありました. : いります。 ~ 司務局長 久保井康

◄ マルチ千切り懐

蔚匈か

和ヽ心~~---)lg' 
5
年
程
前
よ
り
、
ふ
れ
愛
国
で
栽
培
し
た

野
菜
（
大
捩
）
の
は
ぷ
き
を
活
用
す
る
た
め
、

切
り
干
し
大
根
を
作
り
、
直
売
所
な
ど
で
販

売
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
天
候
に
左
右
さ
れ
仕
上
が
り
に

時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
、
干
す
場
所
も
限

ら
れ
る
の
で
、
た
く
さ
ん
作
る
こ
と
が
難
し

く
、
な
か
な
か
は
ぷ
き
野
菜
の
活
用
に
結
び

つ
い
て
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
課
鰈
を
解
決
す
る
た
め
、
食
品
乾

燥
機
を
使
っ
て
み
て
は
ど
う
か
と
の
意
見
が

あ
り
、
購
入
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま
だ

試
作
の
段
階
で
す
が
、
“
腐
の
大
根
を
12
時

問
ほ
ど
で
乾
燥
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
安
定

し
た
仕
上
が
り
が
期
待
で
き
そ
う
で
す
。

生
活
支
援
ヨ

后
間
ヶ
部

隔

子

逗話：56-3721 

有線：4321 

たてしなふれ愛国

►

多
目
的
含
品眈
燦
概

ま
た
、
利
用
者
の
皆
様
に
も
材
料
を
切
る
、

ト
レ
ー
に
並
べ
る
な
ど
の
作
業
に
稜
極
的
に
関

わ
っ
て
い
た
だ
き
、
作
業
種
の
拡
大
に
も
繋
げ

て
い
き
た
い
で
す
。

今
後
、
近
隣
で
栽
培
し
た
大
根
、
し
い
た

け
、
り
ん
ご
な
ど
を
ふ
れ
愛
園
に
持
ち
込
ん
で

い
た
だ
き
、
切
る
工
程
か
ら
乾
燥
ま
で
を
請
け

負
っ
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
生
ま
れ
た
地
域
の
皆
様
と
の
繋
が
り
を
大

切
に
、
食
品
ロ
ス
の
削
滅
に
も
取
り
組
ん
で
い

こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
9

ぜ
ひ
｀
ご
問
心
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
左
記

の
連
絡
先
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。
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伸間がいるから読いている。---
みんなと活勤すると楽しい！

明
旨

『
支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
』バ

,. 

,
9

-

の
た
め
の
懇
談
会
l

↑' 

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

や
地
域
づ
く
り
に
関
係
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
な

ど
、
様
々
な
団
体
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
事
業
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
、
初
め
て
そ
の
団
体
間
の
事
業
種
を

超
え
た
「
支
え
合
い
地
域
づ
く
り
懇
談
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
新
型
コ
0
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
延
期
と
な
っ
て
い
た

2
S
4

回
の
懇
談
会
を
6
月
か
ら
再
開
予
定
で
す
。

地
域
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
る
皆
さ
ま
の

多
様
な
意
見
を
取
り
入
れ
、
こ
れ
か
ら
の
社
会

福
祉
協
議
会
の
地
域
づ
く
り
に
活
か
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

c置コ

繹 は

ぉ夭祠虹直釦の
m動をt;釦紹介

こ
の
「
通
学
路
ゴ
ミ
拾
い
」
は
何
年

も
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
大
深
山
集
落

の
恒
例
行
事
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高

齢
者
ま
で
が
参
加
し
、
集
落
の
美
化
活

動
を
通
じ
て
世
代
間
の
交
流
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

内

藤

明

香

曝天に恵まれた5月5日、大深山集落では毎年行っている

「通学路ゴミ拾い」を行いました。

ゴミ拾いの箇所は、龍の子広場から旧254街道を横切り

山部に向かう道の宇山区までの約600~700mです。

今年は1週間前に見回りを行い、 2~3袋を広い、当8と

合わせて合計6袋のゴミを拾いました。

山部に向かう道は、不本意な車からのポイ捨てが多く、

子どもたちが通学する時には気になっている状況です。

召

報告：大深山自治会長

河瀬光昭
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町
で
読
み
間
か
せ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。

絵
本
の
読
み
間
か
せ
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、立
科
町
の
自
然
や
偉
人
、
歴

史
な
ど
を
題
材
と
し
た
紙
芝
居
を
制

作
し
、
町
内
で
披
露
し
て
い
ま
す

9

創

作
紙
芝
居
は
9
作
品
あ
り
、
ど
れ
も
勉

強
に
な
り
ま
す
。

立
科
小
学
校
で
実
施
し
た
「
お
話

バ
ス
ケ
ッ
ト
ス
ペ
シ
ャ
ル
」
に
お
邪
魔
し

ま
し
た。
（令
和
3
年
取
材
）

「
歩
け
歩
け
で
大
発
見
」
の
上
映
の

様
子
で
す
。

お
話
の
中
に
は
、
児
童
た
ち
が
知
っ

て
い
る
「
鳴
石
j

が
で
て
き
た
の
で
、
思

わ
ず
「
知
っ
て
る
1
.
」
と
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
立
科
町

の
話
に
興
味
津
々
で
す
ー
・

知
っ
て
い
る
場
所
や
見
た
事
、行
っ

た
事
の
あ
る
場
所
が
紙
芝
居
に
な
っ

て
い
る
の
は
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

討話
, ,~,,. ット

さし
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
_
タ
ー
山
越
未
来

r霜むす匹ロン』
担饂じ噂パ躙畔¢

「おむすびサロジ」は老人福祉

センターに立科町のボランティアさんを

講師として招いて町の高齢者の方々と

交流するサロンで式

今年度から1ま社協が提供する交流の居場所「まちの茶の間

ただいま」での活動をはじめました！

6-(;/Jレーブのボランティアさんのご協力のもと、歌を歌った

り、お抹茶を楽しんだり、誤み間かせをじこいただいたり、毎回

違った楽しみ方で、利用者さんの要望も聞きながら実施しています。

いろいろな方が集う居場所「ただいま」がよりー

層賑わっています。是非お出かけください。

また、「まちの茶の間 ただいま」「おむすびサ口

ン」についてご興味のある方は、社会福祉協議会ま

でご連絡ください。

..,. 

ン
ブ，
囀.1

 

地域福社コーディネータ—
ポランティアコーデ4ネーター

帯

内藤明香

山越未来

•-
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クライナ人道危機
救援金のご協力

ありがとうございます！
社協ではウクライナ人道危機に伴い救援金を募集しています2

現在46,342円と多くのご支援をいただき、8本赤十字社を通じ送金して

おります現在も立科町役場入り0と老人福祉センターにて S 
募金箱を設置していますのでご協力お願いいたします。 ぐ］

艮
ビ

―]
 

__'11 

社会福祉協議会では、ボラソティアの入門編として

「国道142号ごみ拾い」を計画しています。

ボランティアに興味があるけれど、何をしたらよいだろう？

簡単にできる活動はあるのかな？という方にぴったり1

寸科の環境美化活動にもつながります。 、~-

『傘⑩攀毀馴＠疇
麟麟闘拿巽咽鳴

立科町社会福祉協諸会

では「女神湖を美しくする

ポランティア活勁Jの支扱のをする

ため、水仙の球根を募葉しています。

女神湖周辺に在住の女性達で

結成している「ピーナスの会」では

B樺高原の乗観を向上させる取り

組みとして女神湖に水仙を植える活勁を行っています¢

湖畔の水仙も増え、敬策される設光客の方々 にとても好評ですン

どうぞお気軽にご参加〈ださいc

~ f 

tな

・~

’‘ 

6/25 (土）8時～ 松並木公園駐車場集合
----------------------------------------. -
9/10 (土）8時～ 権現山屋内駐車場集合
.. ・一--―-.. — - 一 ----ー一- 一 一 ――― ―-- — ———ー ---— — - ― - ー .10/2 (8) 8時～ 松並木公園註車場集合

0舘子・クオル・軍手をご持参ヽ 、ただき、効きやすい格好でお越しください.,

0ゴミ袋や：：：みはさみは社協で用点いたします，

0雨天の為合は中止といたします＂

悩 淵

~ 
※ポランティア活即：：：焚向し、水仙の球根をご寄附いただける方
は社会福祉協請会寧務局までお届けください＂

G゚四立科町ケイズ
第

1
問

立科町を代表する山城、芦田城址は

楳高何メートルでしょう？

；立科町役塀は標高712メートル。

麟
標高806メートル

標高1500メートル

第

2
問

( ~e~。
立科町の18芦田宿本陣で、江戸時代に

昼食をとったとされる皇女は？

~ 14代将軍 家茂に嫁ぎました。

皇女「笠宮」

皇女「和宮」

※当逗者の発表は、森品の発送をもって代えさせていただきます。

前回の答え第H悶◎ウガンダ共和国j 第2問「Q)河垂J

官製はがきに (l; 氏名 ②住所R電話番号 ;;i）クイズの答え

⑤今号の社協だよリのこ意見・で惑想をこ記入のうえ、立科町社会福祉協藷会へお送りください。

n
-■お問合せ 社会福祉法人 立科町社会福祉協諾会 北佐久郡立科町芦田2523

8 

「愛ちゃk..Jは、
町のテレワーカーが

携わっています。
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